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【はじめに】 

我々は、RaySafe社が新たに開発し、今年日本で発売された非接続型X線測定器RaySafe X2（以下X2）を使用する機会を得た。

そこで今回、RaySafeX2の一般撮影領域における測定精度等に関する基礎検討を行った。なお、X2の「線量測定精度」に関する

報告については第42回秋季学術大会にて行ったため、今回は「管電圧測定精度」等の基礎検討について述べる。また、評価を

行うために別の非接続型X線測定器Piranhaを用いて測定された結果を比較した。 

【使用機器】 

○非接続型X線アナライザ ： RaySafeX2（RaySafe社）、Piranha（RTI社） 

○直接接続型測定器 ： AB-2015E（トーレック） 

○波形読取装置 ： AR1100A（YOKOGAWA社） 

○X線発生装置（インバータ装置） ： DHF-155HⅡ（日立メディコ）、 KXO-50F（TOSHIBA） 

【測定方法】 

○ 初めに各測定器の管電圧と撮影時間に関する後方散乱の影響について検証を行い、管電圧測定精度の検討、X2とPiranha

の結果を比較した。測定器を空中で固定する場合を後方散乱なし、測定器の下に厚さ20cmのアクリルを密着させた場合を

後方散乱があるとみなし、それぞれの場合で測定した管電圧を比較評価した。 

○ 管電圧測定精度は、管電圧を40kV～120ｋVまで変化させて精度を評価した。また、リプルの大きい装置を用いて同様に測

定し、比較した。 

○ 管電圧に関する照射角度依存性は、各測定器をRAO・LAO方向、CRA・CAU方向それぞれ5˚から90˚と角度を変化させて管

電圧を測定した。X線発生装置はCアーム型のものを使用した。Cアームの角度は5˚から15˚刻みで変化させて測定し、0˚の管

電圧を基準として評価した。 

○ 管電圧波形は、直接接続型測定器から読み取った管電圧波形と、X2、Piranhaの管電圧波形を比較した。また、リプルが大き

い装置を用いて同様に比較した。 

【結果】 

・ 後方散乱については、X2, Piranhaともに、管電圧および撮影時間測定結果に、後方散乱の影響は受けなかった。 

・ 管電圧測定精度に関してはX2,Piranha両者はほぼ同等の結果が得られたが、X2ではリプルの大きい装置を使用する際には

やや誤差が大きくなった。また、X2ではPiranhaよりも低管電圧を測定することができた。 

・ 照射角度依存性については両者ともにみられたが、特にPiranhaで強い依存性がみられた。 

・管電圧波形についてはX2、Piranhaともに正確に波形をとらえているとは言えないが、傾向は読み取ることができると思われた。

どちらもリプルの大きな装置では誤差が大きい傾向にあった。 

【結論】 

今回の調査で、新型の非接続型X線測定器RaySafeX2は、線量測定に加え管電圧測定等も簡便に行うことが可能であり、検証

の結果管電圧測定精度は比較的良好であるということが分かった。 

本来、管電圧を正確に測定するためには、高電圧ケーブルを使用し直接測定する必要があるが、X2を使用すれば感電の恐

れなく容易に管電圧を測定することができる。よってX2は、一般撮影領域におけるQCに有用であると思われた。 
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